会　議　の　経　過
　　　　　◎表彰状伝達
議長（高橋宣博君）　　　　　　　　　　松山善二君、朽木正衛君、浅野義雄君、大宮平吾君、大槻深悦君、半沢正仲君が、その功績により自治功労者の表彰の栄に浴されたので、表彰の伝達を行います。なお、不肖私も同じく福島県町村議会議長会定期総会において特別表彰の栄に浴することができました。今後とも地方自治の振興発展に尽力してまいる所存でありますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　それでは、受賞されました松山善二君、朽木正衛君、浅野義雄君、大宮平吾君、大槻深悦君、半沢正仲君は、演壇の前にお進み願います。
 （表彰状伝達）
                    ◇                    ◇                    ◇
議長（高橋宣博君）　続きまして、去る５月１８日に桑折町監査委員に選任されました監査委員　石畑邦弘君よりあいさつがあります。
監査委員（石畑邦弘君）　監査委員に選出されました石畑邦弘でございます。もとより微力ではございますが、公平、公正な職務の遂行に努めてまいる所存でございますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎開会の宣告
議長（高橋宣博君）　ただいまの出席議員は１８名で定足数に達しておりますから、議会は成立いたしました。
　よって、本日招集の平成１９年第８回桑折町議会定例会を開会いたします。

（午前９時３２分）
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎開議の宣告
議長（高橋宣博君）　これより直ちに会議を開きます。
　議事日程は、お手もとに印刷配付のとおりであります。
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎日程第１，会議録署名議員の指名
議長（高橋宣博君）　日程第１，会議録署名議員の指名を行います。
　今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により議長において、１６番　羽根田幸一君、１７番　奥山敏夫君を指名いたします。
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎日程第２，会期の決定
議長（高橋宣博君）　日程第２，会期の決定を議題といたします。
　今期定例会の会期は、本日から２６日までの４間とし、６月２５日は休会といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）
議長（高橋宣博君）　ご異議なしと認めます。
　よって会期は、本日から２６日までの４日間とし、６月２５日は休会とすることに決定いたしました。
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎日程第３，諸般の報告
議長（高橋宣博君）　日程第３，諸般の報告を行います。
　事務局長より報告いたさせます。
議会事務局長（熊谷孔隆君）　諸般の報告をいたします。
　３月定例会以降、現在までの議会活動状況は、お手もとに印刷配付の議会活動状況報告書のとおりであります。
　今期定例会に町長より別冊配付のとおり、議案第３９から議案第４５号までの７件と報告第２号から報告第６号までの５件が提出されましたので、それぞれ受理いたしました。
　今期定例会までに受理いたしました請願・陳情につきましては、請願はなし、陳情１件で、配付をいたしました文書表のとおりでございます。
　今期定例会の一般質問の通告は６名の議員からありました。質問通告者及び質問の要旨は一般質問通告書により、お手もとに印刷配付の一般質問要旨のとおりであります。
　監査委員より、例月出納検査の結果について報告がありましたので、その写しを配付しておきました。
　平成１９年第３回定例会におきして可決されました「仕事と生活の調和の実現に向けた労働法制を求める意見書」は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣あてに、「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書」は、福島労働局長あてに去る平成１９年３月１６日付をもって送付いたしました。
　今期定例会に地方自治法第１２１条の規定により、町長、教育委員会教育委員長、監査委員、農業委員会会長に出席を求めました。
　以上で諸般の報告を終わります。
議長（高橋宣博君）　これで諸般の報告を終わります。
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎日程第４，行政報告
議長（高橋宣博君）　日程第４，行政報告を行います。
　町長から行政報告の申し出があります。これを許します。
総務課長（國分英利生君）　行政報告を行います。
　３月１日以降の行政報告につきましては、お手もとに印刷配付いたしました一般経過報告及び建設工事発注調べのとおりであります。以上で行政報告を終わります。
議長（高橋宣博君）　これで行政報告は終わりました。
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎議案の上程（議案第３９号～第４５号、報告第２号～第６号、議員派遣の件、
　　　　　　　　　　　　所管事務調査報告、特別委員会報告、一部事務組合議会報告）
議長（高橋宣博君）　議案第３９号から議案第４５号、報告第２号から報告第６号、議員派遣の１件、所管事務調査報告１件、特別委員会報告１件、一部事務組合議会報告１件の計１６件を一括上程いたします。
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎日程第５，町長施政方針並びに提案理由の説明
議長（高橋宣博君）　日程第５，町長より提案理由の説明があります。
町長（林王喜久男君）　本日、ここに平成１９年第８回桑折町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、時節柄ご多忙中にもかかわらずご出席をいただきまして感謝申し上げる次第であります。
　今年は、春先の低温により果樹等農作物の生育が遅れておりましたが、その後、天候に恵まれ平年並みに回復しておりますことに一安心しているところであります。また、過日、福島県から今年度の献上桃の購入について、伊達みらい農業協同組合桑折営農センターに依頼がありました。平成６年度から連続１４回献上桃に選定されましたことは桑折町の誇りであるとともに、生産者をはじめ関係者の大きな励みになることとお喜び申し上げるものでございます。
　さて、提出議案の説明に先立ち、平成１８年度の各会計の出納閉鎖結果がまとまりましたので、その概要についてご報告申し上げます。
　一般会計につきましては、歳入総額４１億７,３５０万４,０００円、歳出総額４０億７,０７４万４,０００円となり、歳入歳出差引残額は、１億２７６万円となりましたが、このうち繰越明許費繰越額１,５０３万１,０００円を差し引いた８,７７２万９,０００円が実質剰余金となりました。予算総額との対比では、歳入で７２万５,０００円の増、率にして０.０２％の増となり、歳出では１億２０３万４,０００円の減となり、予算の執行率は９７.５％となりました。剰余金については４,５００万円を財政調整基金に積み立てて、残額の４,２７２万９,０００円を平成１９年度に繰越処理いたしました。
　次に、国民健康保険特別会計は、歳入総額１３億２,５２７万４,０００円、歳出総額１２億９７８万５,０００円となり、歳入歳出差引残額１億１,５４８万９,０００円の剰余金が生じましたので、これを全額平成１９年度に繰り越しいたしました。
　次に、老人保健特別会計は、歳入総額１３億８,６９７万２,０００円、歳出総額１３億７,８４６万円となり、歳入歳出差引残額８５１万２,０００円の剰余金が生じましたので、全額平成１９年度に繰越処理いたしました。
　次に、介護保険特別会計（保険事業勘定）は、歳入総額９億２,３８４万円、歳出総額８億８,０７１万９,０００円となり、歳入歳出差引残額４,３１２万１,０００円の剰余金が生じましたので、３,７９７万４,０００円を基金に積み立てて、残額の５１４万７,０００円を平成１９年度に繰り越しいたしました。
　次に、公共下水道事業特別会計は、歳入総額３億８,４１２万４,０００円、歳出総額３億７,６０２万５,０００円となり、歳入歳出差引残額８０９万９,０００円の剰余金が生じましたので、全額平成１９年度に繰り越しいたしました。
　次に、水道事業会計でありますが、業務内容につきましては、給水人口１万２,４５９人で、普及率は９３.５％、総配水量は１６１万立方メートル、有収水量は１４１万４,０００立方メートル、有収率は８７.９％となりました。経費につきましては、収益的収支において水道事業収益３億７,５７８万８,０００円、水道事業費用３億２,６３８万円で、純利益は３,７１８万７,０００円となりました。資本的収支においては、収入額１億１,７９１万６,０００円、支出総額１億９,８５０万３,０００円となり、不足額が８,０５８万７,０００円となりましたので、当年度消費税資本的収支調整額６０４万４,０００円、当年度分損益勘定留保資金７,４５４万３,０００円で補てんいたしました。
　次に、本定例会に提出いたしました議案の概要についてご説明申し上げます。提出案件は、条例改正２件、人事案件１件、町道路線の認定１件、補正予算３件、報告５件の計１２件であります。
　桑折町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例でありますが、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正に伴い、選挙長等の報酬額の改正を行うものであります。
　次に、桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でありますが、平成１８年中の総所得金額等及び平成１９年度固定資産税が確定したことに伴い、国民健康保険税の基礎課税額及び介護納付金課税額の算定に用いる所得割等の按分率及び軽減額の改正を行うものであります。
　次に、桑折町固定資産評価委員の選任につき同意を求めることにつきましては、４月１日の人事異動により、地方税法第４０４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。
　次に、桑折町道路線の認定でありますが、１路線を認定するものであります。
　次に、平成１９年度一般会計補正予算（第１号）でありますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１７万２,０００円を追加し、予算の総額を３９億２,５６７万２,０００円とするもの及び債務負担行為の補正をするものであります。補正の内容は、農業振興対策事業費１０万円、就学事務費７万２,０００円であります。その財源は、県補助金４万８,０００円、繰越金１２万４,０００円であります。債務負担行為の補正は、堰向地区工業団地売却損失補てんの債務負担行為を追加するものであります。
　次に、平成１９年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）でありますが、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４,６６２万１,０００円を追加し、予算の総額を１３億５,１１８万２,０００円とするものであります。補正の主なものは、歳入では国民健康保険税３,９７９万８,０００円を減額し、療養給付費交付金１,０５３万１,０００円、繰越金７,５４８万８,０００円を増額するものであります。歳出では、基金積立金４,３１３万４,０００円、償還金２８５万円を増額するものであります。
　次に、平成１９年度桑折町老人保健特別会計補正予算（第１号）でありますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ３,０８８万１,０００円を追加し、予算の総額を１３億３,７７２万７,０００円とするものであります。歳出の主なものは、一般会計への繰出金２,９７３万５,０００円であり、その財源としては、平成１８年度からの繰越金８５１万１,０００円、国庫負担金２,００５万８,０００円等を充当するものであります。
　次に、報告第２号につきましては、平成１８年度繰越明許費に係る計算書を地方自治法施行令の規定により報告するものであります。
　次に、報告第３号につきましては、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律第３５条の規定により、桑折町国民保護計画を定めましたので、同条第６項の規定により報告するものであります。
　次に、報告第４号から第６号につきましては、町が出資している法人の経営状況を説明する資料を地方自治法の規定により、財団法人桑折町振興公社、福島地方土地開発公社及び財団法人桑折町文化記念館について報告するものであります。
　以上が今議会に提出いたしました議案等の概要でありますが、詳細については、審議の都度担当課長からご説明申し上げますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。
                    ◇                    ◇                    ◇
　　　　　◎散会の宣告
議長（高橋宣博君）　以上で本日の日程は全部終わりました。明日は、午前９時開議いたしますので、定刻までご参集願います。
　本日は、これで散会いたします。
（午前９時４８分）
